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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第132期

第１四半期累計期間
第133期

第１四半期累計期間
第132期

会計期間
自 平成27年１月１日
至 平成27年３月31日

自 平成28年１月１日
至 平成28年３月31日

自 平成27年１月１日
至 平成27年12月31日

売上高 （千円） 1,080,423 981,869 4,795,481

経常利益 （千円） 34,977 29,795 292,687

四半期（当期）純利益 （千円） 27,845 14,124 303,820

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 651,000 651,000 651,000

発行済株式総数 （千株） 13,580 13,580 13,580

純資産額 （千円） 3,016,859 3,045,058 3,284,246

総資産額 （千円） 6,506,342 6,250,093 6,823,064

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 2.05 1.04 22.42

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

１株当たり配当額 （円） － － 3.00

自己資本比率 （％） 46.37 48.72 48.13

（注）１．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．当社は、重要な関連会社がないので、「持分法を適用した場合の投資利益」について記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

 当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第１四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスク又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事

業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

 当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　　 文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

（1）業績の状況

　当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、政府主導の経済政策や日銀による金融政策を背景に、緩やかな景

気回復の兆しがあったものの、個人消費の停滞、企業の景況感の陰りから下振れ懸念を払拭できておらず、また、

中国経済の減速や金融市場の混乱、米国経済の下振れ懸念や追加利上げの見送り、加えて、円高・ドル安、株価下

落の動きなど、引続き先行き不透明な状況が続いております。

　このような経済環境のもと、当社は、厳しい受注競争の中で、新規取引先の獲得をはじめ、積極的な営業展開を

図り、受注量の確保と売上高の拡大に注力いたしました。

　この結果、当第１四半期累計期間の売上高は、９億81百万円（前年同期比9.1％減）、営業利益は11百万円（前年

同期比33.7％減）、経常利益は29百万円（前年同期比14.8％減）、四半期純利益は14百万円（前年同期比49.3％

減）となりました。

 

　セグメント別の業績は次のとおりであります。

 

〈産業機械関連機器〉

　工作機械鋳物部品の分野は、業界全体の受注総額が平成27年８月から平成28年３月まで８カ月連続で、前年同月

比減少となっており、企業の設備投資意欲が下がってきているものと思われます。

　日本工作機械工業会による平成28年１月から平成28年３月の受注累計は、前年同期に比べて内需・外需とも減少

しており、前年同期比20.4％減となっております。

　同期間における当社の工作機械鋳物部品の受注状況も前年同期比36.8％減となっております。

　ディーゼルエンジン鋳物部品の分野は、造船メーカーの高水準の受注残を背景に、新造船の建造が増えておりま

すが、価格面において引続き厳しい状況が続いており、採算面を考慮した対応が必要になると考えております。

　その結果、当セグメントの売上高は５億58百万円（前年同期比1.0％減）、受注高は５億31百万円(前年同期比

36.4％減)となりました。

 

〈住宅関連機器〉

　住宅関連機器の分野は、平成28年１月から平成28年３月までの新設住宅着工件数が、僅かながら前年同期を上

回っており、堅調な動きが見られるものの、日本経済の先行き不透明感から個人消費の節約志向はまだまだ改善さ

れていない状況が続いております。新設やリフォームのホテル案件につきましては、引き合いが増加しており、今

後の売上拡大が図れるものと期待しております。

　その結果、当セグメントの売上高は４億23百万円（前年同期比18.0％減）となりました。
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（2）資産、負債、純資産の状況

（資産）

　当第１四半期会計期間末の資産合計は、62億50百万円となり、前事業年度末に比べ５億72百万円減少いたしまし

た。

　この主な要因は、受取手形及び売掛金の売掛債権が２億68百万円減少したことと、投資有価証券の評価額が３億

23百万円減少したこと等によるものであります。

（負債）

　当第１四半期会計期間末の負債合計は、32億５百万円となり、前事業年度末に比べ３億33百万円減少いたしまし

た。

　この主な要因は、繰延税金負債が１億４百万円減少したことと、短期借入金が80百万円減少し、また、未払金も

64百万円減少したこと等によるものであります。

（純資産）

　当第１四半期会計期間末の純資産合計は、30億45百万円となり、前事業年度末に比べ２億39百万円減少いたしま

した。

　この主な要因は、その他有価証券評価差額金が２億12百万円減少したこと等によるものであります。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（4）研究開発活動

　当第１四半期累計期間において、事業戦略上必要とする製品の改良に取り組みましたが、金額については軽微な

ため記載しておりません。

　なお、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（1）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年５月11日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,580,000 13,580,000
東京証券取引所

（市場第二部）
単元株式数 1,000株

計 13,580,000 13,580,000 － －

 

（2）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

 

（3）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（4）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

 

（5）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年１月１日～

平成28年３月31日
－ 13,580,000 － 651,000 － 154,373

 

（6）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（7）【議決権の状況】

 当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成27年12月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成27年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式      30,000
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式  13,506,000 13,506 －

単元未満株式 普通株式      44,000 － －

発行済株式総数 13,580,000 － －

総株主の議決権 － 13,506 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が18,000株（議決権　18個）

含まれております。

②【自己株式等】

平成27年12月31日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

大和重工株式会社

広島市安佐北区可

部一丁目21番23号
30,000 － 30,000 0.22

計 － 30,000 － 30,000 0.22

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】
 

１．四半期財務諸表の作成方法について
　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成28年１月１日から平成28

年３月31日まで）及び第１四半期累計期間（平成28年１月１日から平成28年３月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、西日本監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について
　四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当

社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目からみて、当企業集団の財

政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を誤らせない程度に重要性が乏しいものとし

て、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

 

 資産基準 0.1％

 売上高基準 0.0％

 利益基準 0.0％

 利益剰余金基準 △0.4％
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１【四半期財務諸表】

(1)【四半期貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成27年12月31日)
当第１四半期会計期間
(平成28年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,235,408 1,165,826

受取手形及び売掛金 1,516,417 1,248,287

商品及び製品 470,539 497,816

仕掛品 84,801 80,031

原材料及び貯蔵品 153,220 152,075

前払費用 1,026 5,407

繰延税金資産 11,299 31,188

未収入金 10,318 10,021

その他 15,444 42,310

流動資産合計 3,498,478 3,232,967

固定資産   

有形固定資産   

建物（純額） 448,349 610,410

機械及び装置（純額） 247,300 257,848

土地 372,319 372,319

その他（純額） 277,773 122,326

有形固定資産合計 1,345,742 1,362,904

無形固定資産 10,238 9,198

投資その他の資産   

投資有価証券 1,766,663 1,443,489

投資不動産（純額） 137,389 136,202

その他 77,034 77,814

貸倒引当金 △5,481 △5,481

投資損失引当金 △7,000 △7,000

投資その他の資産合計 1,968,605 1,645,024

固定資産合計 3,324,586 3,017,126

資産合計 6,823,064 6,250,093
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  （単位：千円）

 
前事業年度

(平成27年12月31日)
当第１四半期会計期間
(平成28年３月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 755,304 692,540

短期借入金 1,400,000 1,320,000

未払法人税等 44,499 31,474

賞与引当金 25,000 77,384

その他 524,290 417,018

流動負債合計 2,749,094 2,538,417

固定負債   

長期借入金 106,160 89,200

繰延税金負債 168,041 63,474

退職給付引当金 389,648 387,023

役員退職慰労引当金 52,337 53,300

資産除去債務 17,420 17,504

長期預り敷金 56,115 56,115

固定負債合計 789,724 666,618

負債合計 3,538,818 3,205,035

純資産の部   

株主資本   

資本金 651,000 651,000

資本剰余金 154,373 154,373

利益剰余金 1,805,105 1,778,582

自己株式 △5,424 △5,424

株主資本合計 2,605,055 2,578,532

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 679,190 466,525

評価・換算差額等合計 679,190 466,525

純資産合計 3,284,246 3,045,058

負債純資産合計 6,823,064 6,250,093
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(2)【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年３月31日)

当第１四半期累計期間
(自　平成28年１月１日
　至　平成28年３月31日)

売上高 1,080,423 981,869

売上原価 875,623 781,914

売上総利益 204,800 199,955

販売費及び一般管理費 187,855 188,725

営業利益 16,944 11,229

営業外収益   

受取利息 36 30

受取配当金 393 397

受取地代家賃 25,566 25,844

その他 1,533 1,249

営業外収益合計 27,530 27,521

営業外費用   

支払利息 4,941 4,391

不動産賃貸関係費 4,545 4,485

その他 10 79

営業外費用合計 9,497 8,956

経常利益 34,977 29,795

特別損失   

固定資産処分損 34 －

特別損失合計 34 －

税引前四半期純利益 34,942 29,795

法人税、住民税及び事業税 7,097 28,567

法人税等調整額 － △12,897

法人税等合計 7,097 15,670

四半期純利益 27,845 14,124
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【注記事項】

（会計方針の変更）

 該当事項はありません。

 

（追加情報）

（法人税等の変更による繰延税金資産及び繰延税金負債の金額の修正）

　「所得税法等の一部を改正する法律」（平成28年法律第15号）及び「地方税法等の一部を改正する等の法律」

（平成28年法律第13号）が平成28年３月31日に公布され、平成28年４月１日以後に開始する事業年度から法人税率

等の引き下げ等が行われることになりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定

実効税率は、従来の32.83％から、平成29年１月１日から開始する事業年度及び平成30年１月１日から開始する事

業年度に解消が見込まれる一時差異については30.69％に、平成31年１月１日に開始する事業年度以降に解消が見

込まれる一時差異については30.46％となります。

　この結果、繰延税金負債の金額（繰延税金資産の金額を控除した金額）が3,495千円減少し、当事業年度に計上

された法人税等調整額が6,125千円増加し、その他有価証券評価差額金が9,620千円増加しております。

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間

（自 平成27年１月１日
至 平成27年３月31日）

当第１四半期累計期間
（自 平成28年１月１日
至 平成28年３月31日）

減価償却費 41,588千円 42,758千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成27年１月１日　至　平成27年３月31日）

１．配当に関する事項

（1）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年３月27日
定時株主総会

普通株式 27,100 2 平成26年12月31日 平成27年３月30日 利益剰余金

 

（2）基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後

となるもの

　　該当事項はありません。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成28年１月１日　至　平成28年３月31日）

１．配当に関する事項

（1）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年３月30日
定時株主総会

普通株式 40,647 3 平成27年12月31日 平成28年３月31日 利益剰余金

 

（2）基準日が当第１四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期会計期間の末日後

となるもの

　　該当事項はありません。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期累計期間（自　平成27年１月１日　至　平成27年３月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 産業機械関連機器 住宅関連機器 合　　計

売上高    

(1)外部顧客への売上高 563,774 516,649 1,080,423

(2)セグメント間の内部売上高又は振

替高
－ － －

計 563,774 516,649 1,080,423

セグメント利益又は損失（△）（注） △15,944 32,889 16,944

（注）セグメント利益又は損失（△）の合計額は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

 

Ⅱ　当第１四半期累計期間（自　平成28年１月１日　至　平成28年３月31日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 産業機械関連機器 住宅関連機器 合　　計

売上高    

(1)外部顧客への売上高 558,243 423,626 981,869

(2)セグメント間の内部売上高又は振

替高
－ － －

計 558,243 423,676 981,869

セグメント利益（注） 1,587 9,642 11,229

（注）セグメント利益の合計額は、四半期損益計算書の営業利益と一致しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間

（自　平成27年１月１日
至　平成27年３月31日）

当第１四半期累計期間
（自　平成28年１月１日
至　平成28年３月31日）

１株当たり四半期純利益金額 ２円５銭 １円４銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 27,845 14,124

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 27,845 14,124

普通株式の期中平均株式数（株） 13,550,199 13,549,239

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年５月10日

大　和　重　工　株 式 会 社

取　締　役　会　 御 中

 

西　日　本　監　査　法　人

 

 
代 表 社 員
業務執行社員

 公認会計士 梶　田　　　滋

 

 業務執行社員 公認会計士 稲　積　博　則

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大和重工株式会

社の平成28年１月１日から平成28年12月31日までの第133期事業年度の第１四半期会計期間（平成28年１月１日から平成

28年３月31日まで）及び第１四半期累計期間（平成28年１月１日から平成28年３月31日まで）に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に

表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四

半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、大和重工株式会社の平成28年３月31日現在の財政状態及び同日をもって終了す

る第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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